
高津区区民生活に関わるニーズ調査 

概 要 版 

■調 査 目 的 高津区が行う事業について、区民ニーズを的確に把握し、効率的・効果的に実施するため、「区民が

どのような施策・事業を行ってほしいと思っているのか」、「高津区役所で実施している施策・事業が

どの程度認知・評価されているのか」等についてアンケート調査を実施する。 

■調 査 地 域 川崎市高津区全域 

■調 査 対 象 川崎市高津区在住の満 18 歳以上の男女個人（外国人含む） 

■標 本 数 2,000 

■抽 出 方 法 平成 28 年８月末現在の住民基本台帳から層化二段無作為抽出 

■調 査 方 法 郵送配布・郵送回収法 

■調 査 期 間 平成 28 年 10 月１日～11月 30 日 

■調査委託機関 株式会社エスピー研 

■回 収 結 果 有効回収数 1,109（有効回収率 55.5％） 

■概要版の見方 この概要版の図中のｎとは、設問に対する回答者数で、比率算出の基数を示す。回答の比率（％）は

ｎを基数として算出し、小数点以下第２位を四捨五入して小数点以下第１位までを示した。従って、

それぞれの回答の比率を足し上げた値とは異なる場合がある。 

高 津 区
川崎市高津区役所企画課 

〒213-8570 川崎市高津区下作延２－８－１ 

TEL 044-861-3131

調査の概要

【久地円筒分水】

【橘地区の農のある風景】

【溝口駅前】

【橘樹郡衙跡】
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区の施策について

評価をみると、「放置自転車対策」（48.0％）が５割近くで最も高く、次いで「駅周辺の環境整備」（29.9％）、
「文化的な催し（音楽祭、コンサートなど）の開催」（27.6％）、「緑地の整備」（17.8％）となっている。 
要望をみると、「子どもや子育ての支援」（44.1％）が４割半ばで最も高く、次いで「地震や風水害への対

策」（39.7％）、「道路、歩道の整備」（37.6％）、「路上喫煙防止対策」（35.8％）となっている。 

ｎ＝1,109

放置自転車対策

駅周辺の環境整備

文化的な催し（音楽祭、コンサートなど）の開催

緑地の整備

区役所の窓口サービスの向上

道路、歩道の整備

花と緑のまちづくりの推進

区の広報の充実

水辺の整備

スポーツの振興

子どもや子育ての支援

路上喫煙防止対策

健康づくりに関する事業

高齢者関係の事業

交通事故防止対策

市民活動の支援

心身の不自由な人の支援

生涯学習の支援・推進

地域の住民同士のつながりを深める事業

地震や風水害への対策

街頭犯罪の防止

区内在住の外国人に対する支援

建築、開発計画、景観ルールなどまちづくりに関する相談・支援

区のイメージアップ

区民と行政が協力してまちづくりを進める仕組みづくり

地域包括ケアシステムの推進

区の広聴の充実

地域の魅力を生かした事業

地球温暖化対策に関する事業

特になし

わからない

その他

無回答

48.0

29.9

27.6

17.8

17.5

15.9

15.4

14.8

14.2

13.9

13.2

12.4

12.0

11.9

11.0

10.8

9.3

8.3

8.2

8.1

7.7

6.6

6.5

6.3

6.2

5.9

5.7

5.0

4.5

2.8

6.2

0.4

12.4

18.7

25.3

37.6

14.2

44.1

35.8

18.2

31.3

27.6

25.1

22.6

16.2

39.7

32.3

12.8

17.5

12.5

22.9

7.9

12.9

17.9

5.0

2.3

0.9

0.2

8.2

8.4

12.4

6.4

13.4

13.2

25.2

20.9

0 10 20 30 40 50

評  価

要  望

（％）

区役所業務の評価と要望 

（複数回答） 
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区の施策の手法

「駅周辺に駐輪場を整備・増設する」（70.1％）が
７割で最も高く、次いで「放置自転車の撤去を強化
する」（39.5％）、「自転車利用者へマナーを啓発する」
（25.3％）、「自転車共用システムを導入する」
（23.7％）となっている。 

「防災に関する情報（避難場所・避難経路など）
を発信する」（59.7％）が約６割で最も高く、次いで
「被災時に必要な物資を充実させる」（55.1％）、「消
火や救命活動のできる人材を育成する」（25.5％）、
「地域のつながりの充実を図る」（24.3％）となって
いる。 

「防犯カメラを増設する」（65.3％）が６割半ばで
最も高く、次いで「防犯灯を増設する」（61.8％）、
「区内で発生する犯罪情報を発信する」（44.4％）、
「地域の危険箇所を記した安全マップを作成する」
（26.5％）となっている。 

「健康づくりに関する情報を提供する」（42.6％）
が４割を超えて最も高く、次いで「健康診断受診に
ついて啓発する」（42.3％）、「健康づくりに関する講
座・イベントを開催する」（40.3％）、「市民が自主的
に行う健康づくりの活動を支援する」（31.7％）とな
っている。 

ｎ＝1,109

健康づくりに関する情報を
提供する
健康診断受診について啓発
する
健康づくりに関する講座・イベ
ントを開催する
市民が自主的に行う健康づく
りの活動を支援する
タバコの害から健康を守る
啓発活動をする
レストランや食品の栄養表示
を充実させる

禁煙相談をする

その他

無回答

42.6

42.3

40.3

31.7

19.8

13.4

8.4

5.7

3.8

0 10 20 30 40 50（％）ｎ＝1,109

防災に関する情報（避難場所・
避難経路など）を発信する
被災時に必要な物資を充実
させる
消火や救命活動のできる人材
を育成する

地域のつながりの充実を図る

防災訓練を充実させる

耐震診断を充実させる

地域の防災組織の活性化を
図る

防災に関する啓発活動を行う

その他

無回答

59.7

55.1

25.5

24.3

21.5

20.1

18.4

16.3

1.9

2.4

0 10 20 30 40 50 60（％）

ｎ＝1,109

防犯カメラを増設する

防犯灯を増設する

区内で発生する犯罪情報を
発信する
地域の危険箇所を記した安全
マップを作成する
住民が自分たちで地域をパト
ロールする
防犯グッズの配布や街頭に
立っての啓発活動をする
広報物などにより防犯の啓発
活動をする

防犯教室を開催する

その他

無回答

65.3

61.8

44.4

26.5

19.7

15.0

6.7

5.0

3.2

1.4

0 20 40 60 80（％）ｎ＝1,109

駅周辺に駐輪場を整備・増設
する

放置自転車の撤去を強化する

自転車利用者へマナーを啓発
する
自転車共用システムを導入
する

過料・罰金を科す

整理誘導員による指導を強化
する
バス・電車など公共交通機関
の利用を促す

駅まで歩くように啓発する

その他

無回答

70.1

39.5

25.3

23.7

23.2

17.6

8.2

6.2

4.4

3.7

0 20 40 60 80（％）

街頭犯罪防止対策 放置自転車対策 

地震や風水害対策 健康推進 

（複数回答） 

（複数回答） （複数回答） 

（複数回答） 
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「高齢者が活躍できる機会をつくる」（53.0％）が
５割を超えて最も高く、次いで「高齢者が集まれる
場所をつくる」（43.0％）、「高齢者世帯に訪問し、生
活状況を確認する」（37.0％）、「高齢者の支援などに
関する情報を提供する」（28.6％）となっている。 

「多くの区民が参加できるようなイベント（お祭
りなど）を開催する」（45.2％）が４割半ばで最も高
く、次いで「身近に集い、憩える場所を作る」（36.4％）、
「既存の公園を活用して、地域住民が参加できるよ
うなイベントを開催する」（35.9％）、「小さなエリア
を単位として住民同士のつながりづくりのきっかけ
となるような機会（イベント等）をつくる」（32.0％）
となっている。 

「幼稚園・保育園等の施設を増設する」（49.2％）
が約５割で最も高く、次いで「子どもの遊び場を提
供する」（45.2％）、「子育て中の親が交流できる場を
提供する」（32.6％）、「区役所に親の不安や子育ての
悩みなどを専門的に相談できる仕組みを作る」
（28.9％）となっている。 

「市民活動の情報を共有する」（46.3％）が４割半
ばで最も高く、次いで「活動資金を助成する」
（39.9％）、「団体同士が交流する機会を設ける」
（29.8％）、「区内で活動する人材バンクをつくる」
（26.6％）となっている。 

ｎ＝1,109

市民活動の情報を共有する

活動資金を助成する

団体同士が交流する機会を
設ける
区内で活動する人材バンクを
つくる
市民団体が印刷や打合せが
できる場所を設ける
有益な活動をしている団体を
表彰する

その他

無回答

46.3

39.9

29.8

26.6

21.5

12.3

2.6

7.8

0 10 20 30 40 50（％）ｎ＝1,109

多くの区民が参加できるようなイベント
（お祭りなど）を開催する

身近に集い、憩える場所を作る

既存の公園を活用して、地域住民が参
加できるようなイベントを開催する
小さなエリアを単位として住民同士のつながりづく
りのきっかけとなるような機会（イベント等）をつくる

町内会、自治会の活動を行政が支援
する
地域の活動（清掃、花壇の管理など）
を通して、地域の連帯感を深める
「地域のコミュニティ」というテーマで講
演会・シンポジウムを開催する

その他

無回答

45.2

36.4

35.9

32.0

22.6

18.7

4.1

4.9

5.4

0 10 20 30 40 50（％）

ｎ＝1,109

高齢者が活躍できる機会を
つくる
高齢者が集まれる場所を
つくる
高齢者世帯に訪問し、生活
状況を確認する
高齢者の支援などに関する
情報を提供する
送迎サービス・ボランティアの
拡充を図る
悩みなどの相談を受け付ける
場を設ける

配食サービスを充実させる

ホームヘルパーの数を増やす
ための講座を開催する

その他

無回答

53.0

43.0

37.0

28.6

27.0

23.3

16.2

13.4

3.4

2.3

0 10 20 30 40 50 60（％） ｎ＝1,109

幼稚園・保育園等の施設を増設
する

子どもの遊び場を提供する

子育て中の親が交流できる場を
提供する
区役所に親の不安や子育ての悩みな
どを専門的に相談できる仕組みを作る

子どもや子育てに関する情報を
発信する
保育園における保育の質を向上
させる

家事を補助する仕組みを作る

子どもや子育て関係の団体・サー
クルを支援する
子どもや青少年の育ちを支援する
ような講座等を開催する

その他

無回答

49.2

45.2

32.6

28.9

21.6

21.1

19.4

15.1

4.8

5.6

2.7

0 10 20 30 40 50（％）

子育て支援 高齢者支援 

地域住民のつながりを深める手法 市民活動支援 

（複数回答） 

（複数回答） 

（複数回答） 

（複数回答） 
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「ホームページを充実させる」（42.2％）が４割を
超えて最も高く、次いで「市政だより区版を拡充す
る」（36.9％）、「ＳＮＳを活用する」（27.2％）、「区
の地図や主要施設を掲載したパンフレットを充実さ
せる」（26.7％）となっている。 

「街路樹による緑化を推進する」（59.1％）が約６
割で最も高く、次いで「シンボルとなる魅力ある公
園づくりをする」（50.6％）、「公園緑地や学校での環
境教育・学習をする」（32.6％）、「公共の場所に花壇
をつくり、区民で維持管理をする」（28.3％）となっ
ている。 

「『区役所にどのようなことを行ってほしいか』の
アンケート調査を行う」（43.6％）が４割を超えて最
も高く、次いで「『市長への手紙』だけでなく、区役
所に気軽に直接要望を伝えられる制度をつくる」
（39.1％）、「ホームページ上に、電子会議室（掲示
板）を設置する」（38.6％）、「地域の課題などを話し
合えるワークショップを開催する」（21.1％）となっ
ている。 

「音楽会、コンサートを開く」（42.2％）が４割を
超えて最も高く、次いで「区民参加型の文化イベン
トを開催する」（32.3％）、「伝統芸能に触れる機会を
作る」（30.8％）、「区内の文化財・史跡を巡る催しを
開く」（23.8％）となっている。 

ｎ＝1,109

音楽会、コンサートを開く

区民参加型の文化イベントを
開催する

伝統芸能に触れる機会を作る

区内の文化財・史跡を巡る
催しを開く

映画鑑賞会を開く

区の文化に関する冊子などを
作成する
区内で文化活動を行う人を
支援する

区における文化拠点をつくる

「文化」をテーマとした講演会、
シンポジウムを開く

その他

無回答

42.2

32.3

30.8

23.8

22.0

15.1

14.3

12.6

5.3

2.7

6.9

0 10 20 30 40 50（％）ｎ＝1,109

街路樹による緑化を推進する

シンボルとなる魅力ある公園
づくりをする
公園緑地や学校での環境
教育・学習をする
公共の場所に花壇をつくり、
区民で維持管理をする
ガーデニングなど個人的に
活動している人を表彰する

その他

無回答

59.1

50.6

32.6

28.3

9.1

4.9

5.4

0 10 20 30 40 50 60（％）

ｎ＝1,109

「区役所にどのようなことを行って
ほしいか」のアンケート調査を行う
「市長への手紙」だけでなく、区役所に気
軽に直接要望を伝えられる制度をつくる

ホームページ上に、電子会議室
（掲示板）を設置する
地域の課題などを話し合えるワーク
ショップを開催する
公開の場で区長に直接意見を言え
るようなタウンミーティングを開く

その他

無回答

43.6

39.1

38.6

21.1

20.6

4.9

6.9

0 10 20 30 40 50（％）

ｎ＝1,109

ホームページを充実させる

市政だより区版を拡充する

ＳＮＳを活用する

区の地図や主要施設を掲載し
たパンフレットを充実させる

タウン誌を活用する

町内会で回覧する

ポスターなどを掲示板に貼る

チラシを様々な施設におく

メールマガジンを発行する

その他

無回答

42.2

36.9

27.2

26.7

23.4

20.7

16.8

15.6

12.3

2.4

3.0

0 10 20 30 40 50（％）

区民の要望収集 区の情報提供 

花と緑のまちづくり推進 区の文化の振興 

（複数回答） 

（複数回答） 

（複数回答） 

（複数回答） 
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「区役所などの公共施設でコンサートを開催す
る」（51.3％）が５割を超えて最も高く、次いで「良
質な音楽イベントを誘致する」（40.9％）、「市民の音
楽活動の発表の場を設ける」（35.0％）、「小学校、中
学校に音楽教育をする」（23.9％）となっている。 

「土曜・日曜・祝日に窓口を開く」（56.9％）が６
割近くで最も高く、次いで「区役所の窓口に足を運
ばず、インターネット・郵送で行える手続・届出を
増やす」（45.0％）、「窓口案内人（コンシェルジェ）
を配置する」（37.4％）、「窓口の案内表示を分かりや
すくする」（26.2％）となっている。 

「駅前など人が多く集まるところをきれいにす
る」（53.6％）が５割を超えて最も高く、次いで「高
津区を特徴づけるイベントを開催する」（43.4％）、
「区内に花や緑を増やす」（34.6％）、「名所・旧跡な
ど区のみどころを案内看板で紹介する」（33.6％）と
なっている。 

「若者の意見やアイデアを取り入れる制度をつく
る」（48.1％）が５割近くで最も高く、次いで「区民
から事業の提案を募集し、その事業を提案者（区民）
と区役所で協力して実施する」（38.3％）、「電子会議
室（掲示板）を設けて、地域の課題について、区役
所と区民が情報共有、意見交換できるようにする」
（31.0％）、「区役所の予算編成に区民の意見や視点
を反映させる」（30.3％）となっている。 

ｎ＝1,109

土曜・日曜・祝日に窓口を開く

区役所の窓口に足を運ばず、インター
ネット・郵送で行える手続・届出を増やす

窓口案内人（コンシェルジェ）を
配置する
窓口の案内表示を分かりやすく
する
申請書の書き方を分かりやすく
する
職員に接遇方法の研修を受け
させる
職員の窓口対応を区民が評価
する

その他

無回答

56.9

45.0

37.4

26.2

22.5

17.5

17.4

3.9

3.9

0 10 20 30 40 50 60（％）

ｎ＝1,109

若者の意見やアイデアを取り入れる制度を
つくる
区民から事業の提案を募集し、その事業を提案者（区
民）と区役所で協力して実施する

電子会議室（掲示板）を設けて、地域の課題について、
区役所と区民が情報共有、意見交換できるようにする

区役所の予算編成に区民の意見や視点を
反映させる

区役所が区民ボランティアを募集する

その他

無回答

48.1

38.3

31.0

30.3

27.0

3.1

7.6

0 10 20 30 40 50（％）

ｎ＝1,109

駅前など人が多く集まるところ
をきれいにする
高津区を特徴づけるイベントを
開催する

区内に花や緑を増やす

名所・旧跡など区のみどころを
案内看板で紹介する
区を紹介する広報誌を発行
する
高津区のイメージキャラクター
をつくる

その他

無回答

53.6

43.4

34.6

33.6

20.8

16.6

5.8

4.9

0 10 20 30 40 50 60（％）ｎ＝1,109

区役所などの公共施設でコン
サートを開催する
良質な音楽イベントを誘致
する
市民の音楽活動の発表の場
を設ける
小学校、中学校に音楽教育を
する
区民の音楽団体の活動を
支援する
路上で歌うミュージシャンを
支援する

区のイメージソングを作成する

その他

無回答

51.3

40.9

35.0

23.9

20.6

16.9

8.9

3.9

5.5

0 10 20 30 40 50 60（％）

区のイメージアップ 「音楽のまち」推進 

区役所の窓口サービス向上 区民と行政が協力して 

まちづくりを進める仕組み 

（複数回答） 

（複数回答） 

（複数回答） 
（複数回答） 
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「区内小学校等において、環境教育・学習を推進
する」（52.8％）が５割を超えて最も高く、次いで「地
球温暖化適応策を推進する」（44.2％）、「区内に花や
緑を増やす」（40.3％）、「区内の環境に関する技術開
発をしている企業等を支援する」（32.9％）となって
いる。 

「講座やイベントを開催する」（62.4％）が６割を
超えて最も高く、次いで「生涯学習に関する情報を
提供する」（48.6％）、「地域人材を講師として活用す
る」（29.6％）、「自主グループや団体の生涯学習活動
を支援する」（21.7％）となっている。 

「スポーツ施設や気軽に運動できる場所を充実さ
せる」（73.2％）が７割を超えて最も高く、次いで「気
軽に参加できるスポーツイベントを開催する」
（55.5％）、「有名選手や指導者によるスポーツ教室
や講習会を開催する」（32.4％）、「地域のクラブやサ
ークルの活動を活性化する」（21.1％）となっている。 

ｎ＝1,109

講座やイベントを開催する

生涯学習に関する情報を提供
する
地域人材を講師として活用
する
自主グループや団体の生涯
学習活動を支援する
生涯学習活動を支援するボラ
ンティアを育成する

その他

無回答

62.4

48.6

29.6

21.7

19.7

1.7

5.0

0 20 40 60 80（％）

ｎ＝1,109

スポーツ施設や気軽に運動で
きる場所を充実させる
気軽に参加できるスポーツイ
ベントを開催する
有名選手や指導者によるスポー
ツ教室や講習会を開催する

地域のクラブやサークルの活
動を活性化する
スポーツに関する情報提供を
充実させる

スポーツ指導者の育成をする

スポーツに係るボランティアの
育成をする

その他

無回答

73.2

55.5

32.4

21.1

14.7

10.0

9.0

3.8

2.8

0 20 40 60 80（％）ｎ＝1,109

区内小学校等において、環境教
育・学習を推進する

地球温暖化適応策を推進する

区内に花や緑を増やす

区内の環境に関する技術開発を
している企業等を支援する
環境問題について啓発するため、環
境に関する体験型イベントを開催する

その他

無回答

52.8

44.2

40.3

32.9

29.5

3.7

3.3

0 10 20 30 40 50 60（％）

スポーツ振興 地域の地球温暖化対策 

生涯学習の支援や推進 

（複数回答） 

（複数回答） 

（複数回答） 
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「道路や歩道の整備が不十分である」（36.6％）が３割半ばを超えて最も高く、次いで「路上喫煙や歩きた
ばこが多い」（34.7％）、「小学生の登下校時の安全対策や街頭犯罪に対して不安がある」（24.2％）となって
いる。 

ｎ＝1,109

道路や歩道の整備が不十分である

路上喫煙や歩きたばこが多い

小学生の登下校時の安全対策や街頭犯罪に対して不安がある

地震や風水害に対する準備が不足している

駅周辺に放置自転車が多い

近隣の住民同士の関係が薄れている

名所・旧跡などの地域の魅力が知られていない

シニア世代が地域に貢献できる仕組みがない

近所に公園が少ない

カラスによる人への威嚇やごみの散乱などの被害が多い

商店街に活気がない

子どもや子育てを地域ぐるみで支援する仕組みが不十分である

駅までの交通の利便性がよくない

水辺に親しめる環境がない

ごみの分け方や出し方などのルールが守られていない

高齢者を地域ぐるみで支える仕組みが不十分である

まちに木や草花など、緑が少なくなっている

公園の維持管理が行き届いていない

ごみの散乱や壁への落書きなど、まちが汚い

駅前広場の整備が不十分である

地域の中で住宅と工場が混在し、周辺の環境に問題がある

その他

特になし

わからない

無回答

36.6

34.7

24.2

23.9

23.1

22.5

22.4

19.6

19.1

19.1

17.5

16.3

16.1

15.8

15.1

14.9

14.9

13.3

13.3

12.6

2.7

8.6

1.6

1.2

2.0

0 10 20 30 40（％）

まちの課題・問題点 

（複数回答） 
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区の事業について

＜認知度＞について、「内容まで知っている」と「聞いたことはある」または「あることは知っている」を
合わせてみると【大山街道周辺整備活性化事業】が23.2％で最も高く、次いで【高津区まちづくり推進事業】
が21.4％、【高津区区民会議】が17.0％となっている。 

＜評価＞をみると、「良い」は【高津区ふるさとアーカイブ事業】が62.5％で最も高く、次いで【「たちば
な農のあるまちづくり」推進事業】が53.3％、【「エコシティたかつ」推進事業】が50.0％となっている。 

＜認知度＞                            ＜評価＞ 

良い 概ね良い
あまり
良くない

良くない 無回答

ｎ （％）

( 15)

( 7)

( 8)

40.0

28.6

62.5

46.7

42.9

37.5

13.3

14.3

0.0

0.0

14.3

0.0

0.0

0.0

0.0

内容まで
知っている

あることは
知っている

知らない 無回答

ｎ （％）

高津区まちづくり
推進事業

(1,109)

高津区区民会議 (1,109)

高津区ふるさとアー
カイブ事業

(1,109)

0.7

0.6

1.4

9.3

16.3

20.0

87.7

82.0

77.2

2.3

1.1

1.4

良い 概ね良い
あまり
良くない

良くない 無回答

ｎ （％）

( 16)

( 25)

( 30)

50.0

36.0

53.3

18.8

44.0

33.3

25.0

12.0

6.7

0.0

0.0

3.3

6.3

8.0

3.3

内容まで
知っている

聞いたこと
はある

知らない 無回答

ｎ （％）

「エコシティたかつ」
推進事業

(1,109)

大山街道周辺整備
活性化事業

(1,109)

「たちばな農のある
まちづくり」推進事業

(1,109)

2.7

2.3

1.4

13.9

20.9

13.3

80.4

73.6

82.1

3.0

3.2

3.2

各事業の認知度・評価 
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＜参加状況＞をみると、「参加したことがある」は【高津地区親子運動会事業】が11.2％で最も高く、次
いで【橘ふるさと祭り こどもイベント】が8.0％、【高津区「音楽のまち」推進事業】が6.9％、【橘地区親
子運動会事業】が5.6％となっている。 

＜評価＞をみると、「良い」は【高津区子どもフェア】が59.3％で最も高く、次いで【橘ふるさと祭り こ
どもイベント】が57.3％、【健やか地域推進事業】が56.3％、【高津区地域連携スポーツ事業】が54.5％とな
っている。 

＜参加状況＞                           ＜評価＞ 

良い 概ね良い
あまり
良くない

良くない 無回答

ｎ （％）

( 44)

( 16)

( 77)

( 54)

(124)

( 62)

( 89)

( 12)

( 28)

( 11) 54.5

50.0

33.3

57.3

53.2

43.5

59.3

53.2

56.3

25.0

36.4

35.7

50.0

38.2

43.5

45.2

35.2

41.6

31.3

63.6

0.0

7.1

0.0

3.4

3.2

9.7

3.7

3.9

6.3

9.1

9.1

7.1

0.0

0.0

0.0

0.8

1.9

0.0

6.3

0.0

0.0

0.0

16.7

1.1

0.0

0.8

0.0

1.3

0.0

2.3

参加した
ことがある

知っている
が参加した
ことはない

知らない 無回答

ｎ （％）

たかつ区健康福祉
まつり

(1,109)

健やか地域推進
事業

(1,109)

高津区「音楽のま
ち」推進事業

(1,109)

高津区子どもフェア (1,109)

高津地区親子運動
会事業

(1,109)

橘地区親子運動会
事業

(1,109)

橘ふるさと祭り
こどもイベント

(1,109)

高津区文化振興
事業

(1,109)

子ども・子育てフェス
タ事業

(1,109)

高津区地域連携ス
ポーツ事業

(1,109)

1.0

2.5

1.1

8.0

5.6

11.2

4.9

6.9

1.4

4.0

17.5

12.6

17.7

22.7

17.8

31.8

25.6

47.2

11.4

20.5

79.3

82.5

79.9

67.6

74.3

55.5

66.4

42.9

83.9

72.3

2.3

2.3

1.4

1.6

2.3

1.5

3.2

3.0

3.2

3.2

各事業への参加状況・評価 
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 ＜閲覧状況＞をみると、「読んだことがある・見たことがある」は【高津区総合ガイドマップ作成事業】が
15.4％で最も高く、次いで【子育て情報発信事業（ホッとこそだて・たかつ（情報ガイドブック））】が11.5％、
【子育て情報発信事業（あったかつうしん）】が6.9％、【子育て情報発信事業（ホッとこそだて・たかつ（ホ
ームページ））】が6.1％となっている。 

＜評価＞をみると、「良い」は【高津区総合ガイドマップ作成事業】が51.5％で最も高く、次いで【子育て
情報発信事業（あったかつうしん）】が42.1％、【子育て情報発信事業（ホッとこそだて・たかつ（情報ガイ
ドブック））】が40.6％、【子育て情報発信事業（ホッとこそだて・たかつ（ホームページ））】が27.9％となっ
ている。 

＜閲覧状況＞                           ＜評価＞ 

良い 概ね良い
あまり
良くない

良くない 無回答

ｎ （％）

( 68) 27.9 55.9

4.4 4.4

7.4

見たことが
ある

知っている
が見たこと
はない

知らない 無回答

ｎ （％）

子育て情報発信事業
（ホッとこそだて・たか
つ（ホームページ））

(1,109)

6.1

8.5 83.0

2.3

良い 概ね良い
あまり
良くない

良くない 無回答

ｎ （％）

( 76)

(128) 40.6

42.1

48.4

53.9

4.7

1.3

2.3

1.3

3.9

1.3

読んだこと
がある

知っている
が読んだこ
とはない

知らない 無回答

ｎ （％）

子育て情報発信事
業（あったかつうしん）

(1,109)

子育て情報発信事業
（ホッとこそだて・たか
つ（情報ガイドブック））

(1,109) 11.5

6.9

7.0

5.1

79.3

86.6

2.2

1.4

良い 概ね良い
あまり
良くない

良くない 無回答

ｎ （％）

(171) 51.5 42.7

2.9 0.62.3

読んだこと
がある

あることは
知っている

知らない 無回答

ｎ （％）

高津区総合ガイド
マップ作成事業

(1,109) 15.4 19.4 63.9

1.3

各事業の閲覧状況・評価 
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地域防災について

「とても不安だ」（28.0％）と「ある程度不安だ」
（55.2％）を合わせた『不安』（83.1％）は８割を超
えている。一方、「あまり不安ではない」（14.1％）
と「不安ではない」（1.3％）を合わせた『不安では
ない』（15.3％）は１割半ばとなっている。 

「河川の氾濫」（28.9％）が３割近くで最も高く、
次いで「道路冠水」（27.0％）、「崖崩れ」（23.2％）、
「落雷」（16.9％）となっている。 

「家族や自分自身の身の安全」（50.3％）が５割で
最も高く、次いで「食料や水の確保」（34.5％）、「避
難所での生活」（32.8％）、「自宅（家屋・建物）の倒
壊」（31.8％）となっている。 

「毎回参加している」（2.5％）と「ほとんど参加
している」（8.8％）を合わせた『参加している』
（11.4％）は１割を超えている。一方、「ほとんど参
加したことはない」（20.5％）と「一度も参加したこ
とはない」（66.0％）を合わせた『参加したことはな
い』（86.5％）は８割半ばを超えている。 

毎回
参加して
いる

ほとんど
参加して
いる

ほとんど
参加した
ことは
ない

一度も
参加した
ことは
ない

無回答

ｎ （％） （計） （計）

(1,109) 11.4 86.5

『
参
加
し
て
い
る

』

『
参
加
し
た
こ
と
は
な
い

』

参加している 参加したことはない

2.5

8.8 20.5 66.0

2.2

ｎ＝1,109

河川の氾濫

道路冠水

崖崩れ

落　雷

家屋の浸水

火山の噴火

雪　害

その他

感じたことはない

無回答

28.9

27.0

23.2

16.9

15.4

3.8

3.6

4.5

22.7

5.2

0 10 20 30（％）

ｎ＝922

家族や自分自身の身の安全

食料や水の確保

避難所での生活

自宅（家屋・建物）の倒壊

家族の安否確認の方法

避難所までの避難方法

その他

無回答

50.3

34.5

32.8

31.8

22.7

14.3

2.5

0.2

0 10 20 30 40 50 60（％）

とても
不安だ

ある程度
不安だ

あまり
不安では
ない

不安では
ない

無回答

ｎ （％） （計） （計）

(1,109) 83.1 15.3

『
不
安

』

『
不
安
で
は
な
い

』

不安 不安ではない

28.0 55.2 14.1

1.3 1.5

大規模地震発生時の「不安内容」 大規模地震発生時の「不安度」 

災害に対する不安 町内会・自治会等主催の防災訓練参加有無 

（複数回答） 

（複数回答） 
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「いつどこで防災訓練があるのかわからないた
め」（39.7％）が約４割で最も高く、次いで「都合が
合わないため」（26.7％）、「参加するきっかけがない
ため」（13.0％）、「町内会・自治会に加入していない
ため」（7.7％）となっている。 

「３日分程度の水と食料の備蓄をしている」
（47.2％）が５割近くで最も高く、次いで「非常持
出品の用意をしている」（40.2％）、「家具などが倒れ
ないように固定している」（30.7％）、「災害情報を収
集できるようラジオ等を用意している」（29.9％）と
なっている。 

「地域のつながり・助け合いの充実」（41.4％）が
４割を超えて最も高く、次いで「各家庭における災
害用備蓄の充実」（36.1％）、「救命救急活動や避難所
の運営を支援できる地域人材の育成」（27.7％）、「区
民への啓発活動や防災に関する情報の周知」
（25.3％）となっている。 

「準備は必要だと思うが、忙しくてできないから」
（40.4％）が４割で最も高く、次いで「どのような
準備をしたら良いのかわからないから」（37.8％）、
「保管場所が無いから」（21.3％）、「防災用品等は価
格が高いから」（20.7％）となっている。 

都合が
合わない
ため

いつどこで
防災訓練
があるの
かわから
ないため

参加方
法がわ
からない
ため

参加する
きっかけ
がない
ため

町内会・
自治会
に加入し
ていない
ため

訓練に
参加する
必要性を
感じない
ため

その他 無回答

ｎ （％）

(959) 26.7 39.7

4.1

13.0 7.7

3.8 4.5 0.5

ｎ＝188

準備は必要だと思うが、忙しく
てできないから
どのような準備をしたら良いの
かわからないから

保管場所が無いから

防災用品等は価格が高いから

すぐに大規模な災害が来ると
は思っていないから
行政等での備蓄があるので、
十分だと思っているから

その他

無回答

40.4

37.8

21.3

20.7

14.9

2.1

6.9

0.5

0 10 20 30 40 50（％）ｎ＝1,109

３日分程度の水と食料の備蓄を
している

非常持出品の用意をしている

家具などが倒れないように固定
している
災害情報を収集できるようラジオ
等を用意している

災害時の連絡先や集合場所につい
て、家庭内でルールを決めている

ハザードマップを確認している

自宅周辺の危険箇所を確認し
ている
地域の防災訓練に参加して
いる

自宅を補強している

その他

特に準備をしていない

無回答

47.2

40.2

30.7

29.9

24.1

10.4

9.5

6.6

2.8

1.1

17.0

1.5

0 10 20 30 40 50（％）

ｎ＝1,109

地域のつながり・助け合いの
充実
各家庭における災害用備蓄の
充実
救命救急活動や避難所の運営
を支援できる地域人材の育成

区民への啓発活動や防災に
関する情報の周知

行政による災害用備蓄の充実

町内会・自治会等の防災活動
の充実

その他

無回答

41.4

36.1

27.7

25.3

23.2

19.4

2.0

2.9

0 10 20 30 40 50（％）

防災力を高めるために必要なこと 町内会・自治会等主催の 

防災訓練に参加しない理由 

大規模災害発生に備え、 

特に準備をしていない理由 

（複数回答） 

（複数回答） 

（複数回答） 

大規模災害発生への備え 
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ペットの災害対策について 

「飼っている」（19.6％）は約２割、「飼っていな
い」（78.4％）が８割近くとなっている。 

「魚」を除く全ての項目で「１匹」の割合が高く
なっている。 

「犬」（50.7％）が約５割で最も高く、次いで「猫」
（36.9％）、「魚」（8.8％）、「カメ」（7.4％）となっ
ている。 

「フードや常備薬、その他飼育に必要なものはで
きる限り持っていく」（77.0％）が最も高く、次いで
「糞尿の処理や飼育場所の清掃などをこまめに行
う」（75.6％）、「決められた場所以外にペットを連れ
込まない」（64.1％）、「鳴き声が他人の迷惑にならな
いように配慮する」（52.5％）となっている。 

１匹 ２匹 ３匹 ４匹

５匹
以上
10匹
未満

10匹
以上
50匹
未満

50匹
以上

ｎ （％）

犬 (110)

猫 ( 80)

ウ サ ギ ( 6)

フェレット ( 1)

小　　鳥 ( 11)

カ　　メ ( 16)

魚 ( 19)

そ の 他 ( 11)

82.7

55.0

100.0

100.0

63.6

68.8

10.5

45.5

14.5

30.0

0.0

0.0

9.1

25.0

5.3

18.2

0.9

8.8

0.0

0.0

9.1

6.3

5.3

9.1

1.8

3.8

0.0

0.0

0.0

0.0

15.8

0.0

0.0

2.5

0.0

0.0

0.0

0.0

10.5

9.1

0.0

0.0

0.0

0.0

18.2

0.0

47.4

18.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.3

0.0

ｎ＝217

フードや常備薬、その他飼育に必要な
ものはできる限り持っていく
糞尿の処理や飼育場所の清掃などを
こまめに行う
決められた場所以外にペットを連れ込
まない
鳴き声が他人の迷惑にならないように
配慮する

飼い主の明示をする

ペットが逃げ出さないように逸走防止を
徹底する
ペットの咬みつき・ひっかきなどの事故が起きない
ように、避難者とペットを不必要に近づかせない

臭いや毛・羽の飛散を防ぐ

日頃からペットに基本的なしつけ（トイレト
レーニング、人に慣らすなど）をしておく

日頃からキャリーバッグやケージ内で
の生活に慣らす

その他

無回答

77.0

75.6

64.1

52.5

45.6

44.7

41.0

40.1

30.9

19.8

9.2

1.8

0 20 40 60 80（％）

ｎ＝217

犬

猫

魚

カ　メ

小　鳥

ウサギ

フェレット

その他

50.7

36.9

8.8

7.4

5.1

2.8

0.5

5.1

0 10 20 30 40 50 60（％）
飼っている 飼っていない 無回答

ｎ （％）

(1,109) 19.6 78.4

2.1

飼っている動物の種類 ペットの飼育有無 

避難所の生活でペットに関して 

気をつけようと思うこと 

飼っている動物の数 

（複数回答） 

（複数回答） 
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在宅医療について

「賛成」（31.8％）が３割を超え、「反対」（16.3％）
は１割半ばとなっている。また、「反対まではしない
が賛成ともいえない」（46.9％）は５割近くとなって
いる。 

「飼い主のマナー向上」（62.5％）が６割を超えて
最も高く、次いで「避難所でのルール作りをしてお
く」（55.7％）、「人とペットの避難場所を分ける」
（55.3％）、「飼い主が飼育場所の清掃等をこまめに
行い、清潔にする」（49.5％）となっている。 

「臭いや糞尿の処理が心配だから」（75.1％）が
７割半ばで最も高く、次いで「飼い主のマナーの悪
さが心配だから」（61.9％）、「ノミ・ダニが心配だか
ら」（56.9％）、「鳴き声等がうるさいから」（53.6％）
となっている。 

「知っている」（59.5％）が約６割、「聞いたこと
があるが、意味は知らない」（27.1％）は３割近くと
なっている。また、「知らない」（10.4％）は１割と
なっている。 

知っている

聞いたこと
があるが、
意味は
知らない

知らない 無回答

ｎ （％）

(1,109) 59.5 27.1 10.4

3.1

ｎ＝181

臭いや糞尿の処理が心配
だから
飼い主のマナーの悪さが心配
だから

ノミ・ダニが心配だから

鳴き声等がうるさいから

毛や羽等の飛散が心配だから

咬まれる、引っかかれるなど
の事故が心配だから
動物からうつる病気が心配
だから

動物アレルギーがあるから

動物が嫌い、苦手だから

その他

75.1

61.9

56.9

53.6

52.5

48.1

47.0

37.0

34.3

7.2

0 20 40 60 80（％）

ペットの受け入れに反対する理由 ペットの避難所への受け入れ 

ペットの受け入れの許容条件 「在宅医療」についての認知度 

（複数回答） 

賛成

反対までは
しないが
賛成とも
いえない

反対 無回答

ｎ （％）

(1,109) 31.8 46.9 16.3

5.0

ｎ＝1,109

飼い主のマナー向上

避難所でのルール作りをして
おく

人とペットの避難場所を分ける

飼い主が飼育場所の清掃等を
こまめに行い、清潔にする
ペットをしつけておく（鳴き声、ト
イレなど）
ペットにワクチン等を接種してお
く（病気の持ち込み、蔓延防止）
受け入れるペットの種類や頭数
を制限する

その他

許容できない

無回答

62.5

55.7

55.3

49.5

49.2

47.5

8.1

4.5

1.4

5.3

0 20 40 60 80（％）

（複数回答） 
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「そう思う」と「ややそう思う」を合わせた『そ
う思う』は、“（エ）家族に負担がかかる”（81.2％）
が８割を超えて最も高くなっている。一方、「あまり
思わない」と「思わない」を合わせた『思わない』
は、“（カ）満足度の高い医療が受けられる”（59.2％）
が約６割で最も高くなっている。 

「残している」（3.4％）はわずかであり、「残して
いないが、今後は考えたい」（69.8％）が７割となっ
ている。また、「残していないし、今後も考えていな
い」（24.6％）は２割半ばとなっている。 

「知っている」（17.4％）が２割近く、「聞いたこ
とがあるが、意味は知らない」（13.0％）は１割を超
えている。また、「知らない」（67.2％）は７割近く
となっている。 

「在宅でどのような医療が受けられるのか」
（59.1％）が約６割で最も高く、次いで「在宅医療
を利用するための準備」（46.0％）、「在宅医療を経験
した本人や家族の体験談」（38.9％）、「『リビング・
ウィル』について」（22.7％）となっている。 

ｎ＝1,109

在宅でどのような医療が受け
られるのか
在宅医療を利用するための
準備
在宅医療を経験した本人や
家族の体験談

「リビング・ウィル」について

看取りについて

在宅医療が注目されている
背景

その他

特にない

無回答

59.1

46.0

38.9

22.7

19.8

14.1

1.7

16.3

3.5

0 10 20 30 40 50 60（％）

残している

残して
いないが、
今後は
考えたい

残して
いないし、
今後も考え
ていない

無回答

ｎ （％）

(1,109)

3.4

69.8 24.6

2.2

知っている

聞いたこと
があるが、
意味は
知らない

知らない 無回答

ｎ （％）

(1,109) 17.4 13.0 67.2

2.4

｢リビング・ウィル」についての認知度在宅医療に対するイメージ

万一の事態に備えての希望や伝言 

（複数回答） 

シンポジウムで聞いてみたい内容 

（％） (計) (計)

（ア）
在宅でどのような
医療が受けられ
るか分からない

62.8 19.9

（イ）
訪問診療をしてく
れる医師を見つ
けるのは難しい

74.3 15.4

（ウ）
急に病状が変
わった時に対応
が出来ない

75.8 14.7

（エ）
家族に負担が
かかる

81.2 11.2

（オ）
費用が高額に
なる

69.0 16.9

（カ）
満足度の高い医
療が受けられる 21.5 59.2

（キ）
自宅で安心して
最期を迎えられる

56.9 24.3

『
思
わ
な
い

』

ｎ＝1,109　

『
そ
う
思
う

』

27.3

40.1

42.0

49.9

45.3

4.6

26.8

35.5

34.2

33.8

31.3

23.7

16.9

30.1

12.3

11.1

11.2

7.9

14.0

39.7

17.1

7.7

4.3

3.5

3.2

2.9

19.5

7.2

12.5

6.5

5.2

3.6

10.1

14.7

14.8

4.7

3.8

4.2

4.1

4.1

4.7

4.0

そう思う
やや
そう思う

あまり
思わない

思わない 分からない 無回答

そう思う 思わない




